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今年も好評シルバーふれあい祭り
今年も、５月15日～17日の３日間、市民との交流を目的とした「ふれあい祭り」がエルフィン交流広
場で賑やかに開催されました。
天気も良く花苗、腐葉土、木工品、手芸、喫茶それぞれのブースで大盛況。
刃物研ぎコーナーでは、常連さんをはじめ新たなお客さんの列もでき大忙しでした。
花苗を両手に持って選んでいるお客さんの真剣な顔が素敵です。
喫茶コーナーでは女性委員のワラ工芸品なども新登場し、なかなか好評でした。また、いつもの「ほ
っとバンド」の演奏や平松そば打ち名人の熱演で大盛り上がりでした。

会員大募集「センターの会員になりませんか！」
当センターでは、現在「会員拡大計画」に基づき、一人でも多く
の会員さんの登録を目指しています。人生100歳時代を迎え、み

なさんの身近に60歳以上で仕事を辞められた方、または今後予定の方はいませんか？
是非シルバー人材センターへの入会を勧めてください！
詳しくは事務局（☎373－6763）までお問合せください。
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■
令
和
元
年
度　

事
業
計
画
の
概
要

　
「
会
員
拡
大
計
画
」
の
具
体
的
な
取
組
み

内
容
に
合
わ
せ
な
が
ら
今
年
度
の
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

１　

事
業
の
啓
発
普
及
と
就
業
機
会
の
拡
大

会
報
の
定
期
発
行
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
の

開
催
、
道
シ
連
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
へ
の
参
加
な
ど

２　

安
全
就
業
の
推
進
と
健
康
管
理

安
全
就
業
対
策
基
本
計
画
に
よ
る
事
故

防
止
対
策
の
徹
底
、
安
全
委
員
会
の
就

業
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

３　

適
正
就
業
の
推
進

４　

職
業
紹
介
事
業
の
実
施

５　

一
般
労
働
者
派
遣
事
業
の
実
施

　

派
遣
就
業
の
拡
大
な
ど

６　

会
員
の
増
強
と
知
識
・
技
能
の
向
上

会
員
拡
大
計
画
に
基
づ
く
新
規
・
重
点
・

継
続
の
取
組
事
項
の
実
施
、
就
業
体
験

講
習
会
の
開
催
な
ど

７　

組
織
の
強
化
と
事
務
局
体
制

地
域
活
動
の
活
性
化
、
理
事
会
役
員
等

の
研
修
な
ど

８　

会
員
の
福
利
厚
生

９　

独
自
事
業
の
推
進

花
苗
・
腐
葉
土
・
木
工
品
づ
く
り
の
継

続
実
施
な
ど

10　

地
域
就
業
機
会
創
出
・
拡
大
事
業

11　

財
政
基
盤
強
化

12　

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

13　

事
業
目
標

会
員
数
五
六
二
人
、
受
注
契
約
金
額

二
億
二
千
二
百
万
円

　

最
後
に
安
全
就
業
委
員
会
の
安
孫
子
委
員

長
が
「
安
全
就
業
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

『
新
た
な
時
代
の
要
請
に
』
応
え
て

理
事
長　

下
村
英
敏

　

セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
62

年
６
月
「
高
齢
者
事
業
団
」

か
ら
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」
へ
と
変
わ
り
、

昭
和
・
平
成
の
年
月
を
一
歩
一
歩
、
歩
を
進
め

令
和
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新

し
い
時
代
を
見
据
え
時
代
の
流
れ
や
動
き
の
も

と
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
一
層
の
発
展
に
向
け
た

取
組
み
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
の
日
本
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会

に
突
入
し
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
こ
と
か

ら
高
齢
者
の
活
用
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
世
帯
や
共
稼
ぎ
世
帯
が
年
々
増
加

し
、
家
庭
で
の
困
り
ご
と
も
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
地
域
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
、
ま
だ

ま
だ
輝
き
働
き
た
い
と
い
う
思
い
を
持
つ
元
気

な
高
齢
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
新
た
な
時
代
の
日
本
社
会
の
有

り
様
を
思
う
と
、
当
セ
ン
タ
ー
を
単
な
る
高
齢

者
活
用
の
受
け
皿
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
再
生
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
核
の

よ
う
な
存
在
に
な
る
よ
う
に
と
の
思
い
で
あ
り

ま
す
。
地
域
密
着
を
旨
と
し
、市
民
に
愛
さ
れ
・

頼
ら
れ
・
常
に
そ
ば
に
い
る
存
在
の「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
主
な
質
疑
内
容

問　

車
両
を
運
転
す
る
業
務
の
際
は
免
許
の
確
認
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
る
の
か

答　

運
転
免
許
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
確
認
を

行
っ
て
い
る

問　

新
年
度
の
事
業
目
標
で
は
会
員
数
５
６
２
名
、

受
注
金
額
約
２
・
２
億
円
と
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
数
字
だ
と
就
業
実
人
員
の
実
績
か
ら
推
定
し

た
場
合
、
就
業
率
が
70
％
程
度
に
低
下
す
る
が
如

何
か

答　

受
注
額
が
就
業
率
に
直
接
影
響
す
る
訳
で
は
な

い
が
、
会
員
拡
大
に
合
わ
せ
て
就
業
機
会
の
拡
大

に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い

令
和
元
年
度　

令
和
元
年
度　

定
時
総
会
開
催

定
時
総
会
開
催

　去る５月29日（水）、芸術文化ホールに
おいて令和元年度定時総会が開催されまし
た。提出された議案第１号・第２号「平成
30年度事業報告・収支決算報告」、議案第
３号「定款の変更」、議案第４号「会費規
程の一部改正」が審議され、すべて原案ど
おり承認可決されました。総会に出席された会員のみなさん

表彰を受ける８名の会員の方

安全就業宣言する安孫子委員長
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安

就
全

業
の
推

コ

ナ

進

ー

ー

令
和
元
年
度

安
全
標
語
（
安
全
就
業
・
交
通
安
全
）

■
最
優
秀
賞

・
同
じ
作
業　

慣
れ
と
油
断　

事
故
の
も
と

・
気
の
緩
み　

瞬
時
で
失
う　

重
ね
た
安
全

・
危
険
待
つ　

い
つ
も
の
道
の　

慣
れ
運
転

・
う
っ
か
り
と　

な
が
ら
ス
マ
ホ
に　

　

あ
す
は
な
し

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
協
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
平

成
30
年
度
の
重
篤
事
故
（
死
亡
ま

た
は
６
か
月
以
上
の
入
院
）
は
53

件
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
で
は
最
多

で
あ
り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で

は
こ
れ
ま
で
最
悪
に
至
る
事
故
は

な
い
も
の
の
、「
事
故
ゼ
ロ
」
で

あ
っ
た
こ
と
は
こ
こ
数
年
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

請
負
や
委
任
、
派
遣
で
仕
事
を

事
故
な
く
就
業
し
終
え
た
際
に

は
、
会
員
の
皆
様
は
多
く
の
達
成

感
・
充
実
感
を
味
わ
う
こ
と
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
万
が
一

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
に
は
、
そ

れ
ら
の
達
成
感
は
全
く
な
く
な
る

と
同
時
に
、
仕
事
を
依
頼
し
た
お

客
様
か
ら
は
少
な
か
ら
ず
信
用
を

失
な
い
当
セ
ン
タ
ー
の
評
価
に
関

わ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

事
故
を
起
こ
さ
な
い
取
り
組
み

は
、
こ
れ
ま
で
セ
ン
タ
ー
を
挙
げ

て
多
く
の
こ
と
を
や
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。仕
事
を
行
う
に
際
し
て
、

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
手
立
て
と
し

て
次
の
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま

す
。

●
接
客
対
応
や
作
業
の
手
順
、
機

器
の
取
り
扱
い
な
ど
の
講
習
会

に
積
極
的
に
参
加
す
る

●
前
日
ま
で
の
就
業
の
成
果
や
課

題
の
確
認
を
し
、
特
に
課
題
は

十
分
に
分
析
す
る

●
当
日
の
天
候
や
作
業
環
境
を
確

認
す
る
と
と
も
に
自
身
の
体
調

を
自
己
評
価
す
る

●
就
業
後
に
は
、
そ
の
日
の
成
果

や
課
題
を
整
理
し
引
継
ぎ
を
適

正
に
行
う

講習会だより講習会だより（終了した４講習会の紹介）（終了した４講習会の紹介）

　普段、作業で使用している刈払
い機をはじめ、自走の草刈機械や乗
用の大型草刈り機について講師から
安全で適切な取扱いや整備の仕方
等の指導があり、特に新人会員には
親切丁寧な講習会で好評です。

　剪定班会員の講師による
剪定講習会が２日間にわた
りシルバー活動センターで
行われ、剪定作業従事者の
知識技能の向上を図ること
ができました。

　木工会員の講師による網
戸の張替え講習がシルバー
活動センター木工作業所で
開催し、網戸の張替えにつ
いての貴重な体験ができま
した。

　自身の体力を確認し、安全に
就業していただくため市役所社
会教育課職員を招き「あなたの
体力をチェック」というテーマ
で安全就業講習会を実施し、
30名の会員が参加しました。

５/22 草刈り機械取扱い講習会５/22 草刈り機械取扱い講習会6/6、7 剪定講習会6/6、7 剪定講習会 ４/18 網戸張り講習会４/18 網戸張り講習会

今後の講習会開催予定

４/24 安全就業講習会４/24 安全就業講習会

講習会名 日程 時間 会場 定員
開始 終了 会員 一般

冬 囲 い 講 習 会 10月10日～11日 ９時 16時 シルバー活動センター 20名 ５名
正月リース講習会（女性委員会） 12月13日 ９時 12時 シルバー活動センター 25名 ５名
木 工 講 習 会 １月22日～23日 ９時 16時 シルバー活動センター作業棟 10名
園 芸 講 習 会 １月16日 ９時 16時 シルバー活動センター 35名
冬 道 安 全 講 習 会 １月26日 13時 16時 北広島自動車学校 30名
包 丁 研 ぎ 講 習 会 ２月17日 13時 16時 大曲ふれあいプラザ 20名
包 丁 研 ぎ 講 習 会 ２月21日 10時 12時 シルバー活動センター作業棟 10名

〃 〃 13時 16時 〃 10名
機 械 器 具 整 備 講 習 会 ２月26日 10時 15時 シルバー活動センター 20名
料理講習会（女性委員会） ３月11日 13時 16時 未定 20名 ５名
家 事 援 助 講 習 会 未定 シルバー活動センター
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６
月
に
第
一
回
目
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

「
就
業
体
験
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
と
な
る
シ

ル
バ
ー
活
動
セ
ン
タ
ー
は
市
の
施
設
で
ロ
ビ
ー
を
取

り
囲
む
よ
う
に
交
流
活
動
室
や
研
修
室
な
ど
様
々
な

部
屋
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
部
屋
で
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
出
席
者
は
５
人
ほ
ど
で
皆
さ
ん
高
齢
者
に

違
い
は
な
い
の
だ
ろ
う
け
ど
元
気
そ
う
な
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
就
業
日
数
や
就
業
形
態
の
あ
ら
ま
し
や

働
く
時
間
な
ど
の
説
明
を
聞
い
て
初
め
て
理
解
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
別

棟
の
作
業
棟
に
は
木
工
用

の
機
械
な
ど
が
並
び
会
員

に
登
録
す
る
と
毎
日
で
も

使
用
可
能
と
か
。
完
成
し

た
作
品
は
催
事
等
で
売
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
大
部

分
が
製
作
者
の
収
入
に
な

る
よ
う
で
す
。

（
新
会
員　

新
井
田
武
）

令和元年度　シルバーフェスティバルinチカホ結果報告令和元年度　シルバーフェスティバルinチカホ結果報告
　

第
３
回
目
に
な
る
道
シ

連
が
主
催
す
る
「
シ
ル

バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
令
和
元
年
８
月
26
日

（
月
）
に
札
幌
駅
地
下
歩

行
空
間
（
チ
カ
ホ
）
で
開

催
さ
れ
今
回
も
参
加
し
ま

し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
札
幌
・
恵
庭
・
石
狩
・

伊
達
・
江
別
の
６
Ｓ
Ｃ
が

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
出

展
内
容
で
普
及
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
３
回
目
で
、
こ

の
催
し
も
定
着
し
つ
つ
あ

り
、
各
ブ
ー
ス
と
も
大
賑

わ
い
で
、
さ
す
が
大
都
市

札
幌
中
心
部
で
の
イ
ベ
ン

ト
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
札

幌
Ｓ
Ｃ
製
作
の
着
ぐ
る
み

「
チ
エ
ブ
ク
ロ
ー
」
も
初

顔
見
せ
！
完
成
度
も
バ
ツ

グ
ン
！
全
体
の
集
客
数
は

１
、４
２
０
名
で
、
当
セ

ン
タ
ー
の
木
工
品
と
女
性

委
員
会
の
ワ
ラ
細
工
の
売

り
上
げ
は
４
４
、９
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

　普段、何気なく行き交うロビーの一角にある「展
示即売コーナー」を今回ご紹介します。
　ふれあい祭り会場と違い、賑やかさはありませ
んが、会員の方々が丹精込めて制作された木工品、
手芸品等の作品が展示販売され、来館者の目に留
まるのを待っています。
　もし、この記事をお読みになり一度見てみたい
と思われた方は是非来館され、ご覧になってみて
下さい。貴方のお気に合うものがあるかもしれま
せんよ。
　なお、購入を希
望される方は気軽
に職員に声をおか
け下さい。

■技 能 分 野　庭木の手入れ・網戸張り・家具修
繕・大工仕事・刃物研ぎなど

■事務整理分野　毛筆あて名書き・賞状書きなど
■軽作業分野　草刈り・草取り・清掃・除雪・工

場軽作業など
■管 理 分 野　会館管理・公園管理・駐輪場管理

など
■サービス分野　清掃などの家事援助サービス

　
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
元
号
に
な
り
、
会
員
の

皆
さ
ん
も
事
故
や
健
康
管
理
に
十
分
気
を
つ
け
て
心

機
一
転
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

　

特
集
号
の
編
集
委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た

外
崎
幹
郎
さ
ん
が
都
合
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。お
疲
れ
様
で
し
た
。　　
（
編
集
委
員
一
同
）

編集後記編集後記 就業体験記就業体験記

　

こ
の
度
、
編
集
委
員
を
引
き
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
相
互

の
情
報
誌
「
ふ
れ
あ
い
」
を
通
し
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
微
力

な
が
ら
他
の
編
集
委
員
や
事
務
局
と
協
力
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
号
で
は
、
今
年
度
前
半
の
行
事
を
中

心
に
、
ま
た
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て
も
お
伝
え
し

ま
し
た
。
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
坂
克
也
）

新
編
集
委
員

新
編
集
委
員

センターが取扱うお仕事紹介センターが取扱うお仕事紹介

シルバー活動センターロビーの展示販売紹介
　今年度の日帰り旅行は「空を知る」という名前のとおり、
緑の田園風景の上に広がるきれいな薄青色した大きな空が
印象的な「空知」を総勢29名で訪ねました。
　最初の見学先「赤平オーキッド」を訪れ、この施設の担
当者から説明を受け、コチョウランの通年生産・販売では
東北以北で最大級の規模・出荷量を誇っているそうです。
　またコチョウランの育て方・注意点の説明も受け全員納
得して次の見学場所「炭鉱遺産ガイダンス」に移動。
　ここは平成６年まで稼働していた旧住友赤平炭鉱の跡を
後世に伝える施設で、数々の機械・工具・写真・資料が展
示してありました。

　親睦交流会は、上砂川岳温泉で入浴、
冷えたビールと美味しい食事を頂きな
がらカラオケで盛り上がり、出発時間
を40分も遅らせるほどでした。
　帰りには「岩瀬牧場」に立ち寄り、

美味しいジェラートを味わいました。
　小さな旅でしたが日頃の疲れを癒し、会員相互の親睦を
深め、楽しい思い出の一日となりました。

7/3　健康祭・日帰り旅行記（親睦会）

上砂川岳温泉到着上砂川岳温泉到着 岩瀬牧場岩瀬牧場

赤平オーキッド赤平オーキッド

お待ちかねのお食事会お待ちかねのお食事会

「清掃作業の体験」


